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2006年度から全教員が参加する読書教育に取り組み、2008年度からは付属図書館と協
同のプロジェクト「Green Leaves Project (GLP)」として以下の教育を実施している。［1］
新入生研修合宿：各教員が、助言教員となっている新入生を指導して、各教員が推薦し
た図書を読ませ新入生研修合宿で発表させる。［2］1年後期、2年前後期、3年前期：創
成演習として、各学期の授業1つで教員が推薦した多くの本を学生が選んで読みレポー
トにまとめることで日本語力と専門分野への興味を高める。1年次は学際領域の本から
読み始め、3年次には専門性の高い科学書を手にする。［3］創成型化学演習（3年後期
の必修科目）：教員が推薦した本1冊を学生が選んで、約4名の小グループで大学院生の
TAとともに読みポスター発表を行う。 
2010年度は創成型化学演習の成果発表を付属図書館展示ホールで行い、その後1週間
の昼休みに本学科1、2年生と一般向けにポスター発表を行った（写真1）。発表会の様
子は「ふくだいプレス」第5号（4月1日発刊）のトピックスページで“「専門分野に関わ
る本」に挑戦して見えてきたものとは”というタイトルで紹介された。掲載記事の一部
を以下に示す。「最近の学生は図書離れが進み、インターネットの情報の手軽さからレ
ポートを書く際に転用してしまうという傾向がみられ懸念されています。そこで、生物
応用化学科では学生全員が入学後から、教員が推薦した図書を読む「Green Leaves 
Project」を2008年より図書館と協同で進め、多くの本を読み、レポートにまとめること
で日本語力と専門分野への興味を高めさせる創成型化学演習を実践してきました。１年
次は学際領域の本から読み始め、３年次には専門性の高い科学書を手にします。今回、
３年次生は前期に専門書を読むことで得た学びをレポートやポスターにまとめ４人１
組のグループで発表を総合図書館展示ホールで行いました。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真１．創成型化学演習発表会 
生物応用化学科が進めてきた
図書をツールとする教育
「Green Leaves Project」で得られた
ＦＤ
生物応用化学科
発表：水野 和子
はじめに
入学直後の学生は，受験を切り抜けてきた自分
が多くのことを知っていて，遺伝子組み換えなどの
実験をすぐにも始められると期待している．
期待と時間割表にある講義の内容との「ずれ」が
もたらすものを、ある学生の、この時期についての
レポートにうかがえる。
にがてな物理をやらなければという気持ちや，
専門科目への興味を持っていながら，何をしたら
よいのかわからないでいることが多かった．
入学後１年間に全く本を読まなかった学生が学科の
１／3という実状（2004年４月に2年生を調査した）は、この
ような学生が少なくないことを実際に裏付けた．
１．卒業研究や大学院生の時期を植物にとっての「花の季節」、
１～３年生時代を、根を張り、茎を太らせ、葉を茂らす季節と
捉えて、学生を支援する．
２．自然科学全般と専門科目への興味をかきたてることを活動内
容の基本にしたい．
３．学生が将来、日本語は勿論のこと、英語を用いて仕事をする
Green Leaves Projectの目的
時のためにも、日本語を駆使できる学生を育てたい．すなわち
「読み、議論し、書く」ことを作業の基本にしたい．
４．これらの目的のために、学科の全教員が本を選んで、学生に
読んでもらい、書いてもらう．本には推薦のメッセージを添え
る．
5. 「同じ本を読んで議論した友達」に出会う状況を用意するため
に、複本(２～５冊)とする．
１年生のＧＬＰの流れ（１）
本選びから合宿研修でのポスター作りまで
（教員が担当する新入生と研究室のＭ１生１名（シニア）を１グループとする）
教員が図書を選んで手に入れる（５冊組） ．（３月）
シニアに本を渡して，しっかりと読んでもらう． ツール１
新入生とシニアをふくめたグループをつくって，本を読ん
で，ポスターをつくるための話し合いを重ねる．
合宿研修でポスターを作る．
ポスターを本屋の看板に見立てて，全員で本の
宣伝をしあって，貸し借りをする．
ツール3
ツール2
推薦のメッセージを入れる
１年生が作成したポスター
１年生のＧＬＰの流れ（２）
教員の独演会：新入生に話したいこと
１年生のＧＬＰの流れ（３）
レポート提出と返却
Ａ４判１ページ程度で，いちばんおもしろかったこと，もっと
合宿研修までに２コマを使って，教員がそれぞれの新入生
への思いを語る．推薦図書についても必ず話す．
１年生のＧＬＰの流れ（４）
情報処理演習室でのレポートの電子化
調べてみたいことを書いて，推薦教員に提出する．コメン
トを書いて返す．（２週間に１冊、計５冊）
レポートをｐｄｆ化して，お互いに読み合うことをはじめた．
ツール3
自分は多くのことを知っているつもりだったが，知ら
ないことが多いということがわかった．
（かなりの学生）
1年生前期のまとめのレポートで出てきた声：
自然科学，専門領域への興味をかきたてるというプロジェ
クトの目的は幾分かはみたされた．
Green Leaves Project 2010
推薦図書リスト
福井大学工学部生物応用化学科
Green Leaves Projedt 2008～2010 推薦 図書
教員名 番号 書名 著者名
出版社（出版
年） 推薦のメッセージ
1 生体肝移植 －京大チームの挑戦－ 後藤正治 岩波新書804
生体肝移植は今では一般医療並みの技術になっ
ていますが、医療技術そのものではなく、これを選
択した患者・家族の重い決断や、それを受け止め
リスクに挑んだ医療チームのドラマが記されていま
す。また、科学者としてのあるべき姿が垣間見られ
ます。
2 バイオマスは地球環境を救えるか 木谷 収
岩波ジュニア
新書578
最近、すべての政府公用車にＥ３燃料を使うこと
にすることが決められました。
Ｅ３燃料とは、エタノールを３％混ぜたガソリンのこ
とです。エタノールはトウモロコシやサトウキビなど
のバイオマスからつくられます。私たちの未来の
エネルギー源としても、材料のもととしても、最も頼
池田
功夫
りになるのがバイオマス。その基礎知識から、現時
点での技術、そして未来の利用方法を本書から
学びましょう.
3 汚染される身体ー食品添加物・環境ホルモン・食物アレルギー 山本弘人 ＰＨＰ新書
大学生になって一人暮らしを始める皆さん、一人
暮らしでなくても家以外での飲食の機会が増える
皆さん、「食の安全」について注意を払っておこう
ではありませんか。本書は食品添加物や環境ホル
モンといわれる化学物質等が我々の健康に与え
る影響について、また食物アレルギーについて、
具体例とともに解説しています。チョコレートが命
を奪う！？、レモンティーは危ない！？、化学物
質の組み合わせで何がおこるか、など。一読に値
します。
4 家庭の化学 山崎 昶 平凡社新書
家庭で何気なく使っている洗剤や薬品などにまつ
わる化学の基礎と、古今東西の暮らしの知恵を学
んでみましょう。
１年生のＧＬＰから得られたＦＤ効果
新入生のための図書としてこれまでに ９９種類、５００冊
を用意できた。本を選ぶためには，学生に何を学んでほしいか
という視点が要るので，ＦＤ効果のある，きつい仕事といわざる
を得ない．しかし，学科全員で選ぶことで本のジャンルが拡がり
、それぞれの専門領域の違い、個性や持ち味を生かすことがで
きて，ＦＤ効果をたがいに増幅しあったとも言える。推薦図書の
リストは，教員にとっては，ＦＤを形にしたものと捉えることができ
る．
いっぽう新入生にとっての図書には、その内容とは別に，教員
やクラスメートを知る、あるいは気の合う友達と出会うためのツ
ールとしての機能をもたせることができた．
• 産業人・学界人による自叙伝
日経新聞 私の履歴書
早石修（生化学者 握り飯より柿の種）
化学Ⅰ：寺田教員が担当
１年生後期のＧＬＰ
武田国男 （武田薬品）
• バイオビジネス界では、武田氏の履歴書は大
評判であったが、学生の反応は鈍い
• 学界ではかなり評判を生んだが、早石氏の履
歴書には、学生は高い反応．
前期：化学熱力学（水野） 後期：物理化学Ⅰ（前田寧）
書名 著者名
1 宇宙と生命の起源 ビッグバンから人類誕生まで 嶺重慎 小久保英一郎
2 化学の基本７法則 竹内敬人
3 これだけは読んでおきたい 科学の１０冊 池内了
4 生物と無生物のあいだ 福岡伸一
２年生のＧＬＰ
5 生命にとって酸素とは何か 生命を支える中心物質の働きを探る 小城勝相
6 零の発見 吉田洋一
7 ゼロから学ぶエントロピー 西野友年
8 ゾウの時間 ネズミの時間 本川達雄
9 沈黙の春 レイチェル・カーソン
10 なっとくする熱力学 都筑卓司
11 二重らせん ジェームス・D・ワトソン
つづく
書名 著者名
14 熱とはなんだろう 温度・エントロピー・ブラックホール・・・ 竹内薫
15 光と電気のからくり 物を熱するとなぜ光るのか？ 山田克哉
16 物理のトビラをたたこう 阿倍龍蔵
17 物理が苦手になる前に 竹内淳
18 水を知ろう 荒田洋治
19 量子力学とはなんだろう 長岡洋介
20 分子のはたらきがわかる10話 齊藤勝裕
これらの多くが岩波ジュニア新書と講談社ブルーバックスで，
２週間に１冊，全１０冊のレポートを出している．
21 科学論入門 佐々木力
22 科学事件 柴田鉄治
１年･２年で，卒業研究をするための根っこを張り，茎をふと
らせるという準備が少しできた．３年で，葉をもっと豊かに茂らせ
る必要がある．これまでの本読みと，専門科目の学習を経てき
たことで初めて可能になる本読みができるのではないか・・・・
３年生のＧＬＰ
レポート提出の図書を１冊にして，本格的な科学読み物，
科学随筆，などに挑戦してもらう．このための図書として
ৗ໷をභ入するऺかに、１ফからのজ५トにあって、学生
が推薦教員の意図を十分に汲めなかった図書を加える．
科学の方法 中谷宇吉郎
ガリレオの指 現代科学を動かす10大理論 Ｐ・アトキンス
植物と人間 生物社会のバランス 宮脇昭
磁力と重力の発見1・2・３ 山本義隆
生物進化を考える 木村資生
生物と無生物のあいだ 福岡伸一
生命系 生物多様性の新しい考え 岩槻邦男
生命は熱水から始まった 大島泰郎
گফ前期ҩਃஓ分ෲҩ৭උ （水野）
生命40億年全史 Ｒ・フォーティ
世界でもっとも美しい10の科学実験 Ｒ・Ｐ・クリース
ダークレディと呼ばれて 二重らせん発見とロザリンド・フラ
ンクリンの真実 Ｂ・マドックス
Ｇ・ガモフ コレクション① トムキンスの冒険 Ｇ・ガモフ
二重らせん 第三の男 Ｍ・ウィルキンズ
POWERS OF TEN 宇宙・人間・素粒子をめぐる大きさの旅 Ｆ・モリソン他
ビッグバンの父の真実 Ｊ・ファレル
つづ
く
137億年の「もの」がたり ビッグ・バンから生命誕生へ 大野惇吉
文化としての科学/技術 村上陽一郎
モルフォチョウの碧い輝き 光と色の不思議に迫る 木下修一
ボルツマンの原子 理論物理学の夜明け Ｄ・リンドリー
モンゴロイドの道 『科学朝日』
「わかる」とは何か 長尾真
戸塚教授の｢科学入門｣ 戸塚洋二
遺伝子で探る人類史 : DNAが語る私たちの祖先 Ｊ・リレスフォード
二重らせんの発見からヒトゲノム計画まで Ｊ・D・ワトソン 他
コラーゲン物語 藤本大三郎
分子膜ってなんだろう : シャボン玉から細胞膜まで 齋藤勝裕
原子・分子で理解する固体表面現象 小宮山政晴 [ほか]
地球環境46億年の大変動史 田近英一
チャールズ・ダーウィンの生涯 : 進化論を生んだジェン
トルマンの社会 松永俊男
ブラックホールを見つけた男 Ａ・I・ミラー著
人物で語る物理入門 （上・下） 米沢富美子
メンデル 遺伝の秘密を探して Ｅ・イーデルソン著
３年生が書いてきた感想
小学、中学、高校、と進んできて学問の根本にあまり触れなかったが、この
Projectで学問の根の部分に触れることができたのが一番の収穫であった。それ
と同時に読書は考えることをさせてくれるので、読書の大切さも分かった。小手
先だけの学問だけでなく基本の学問を押さえるということができる点、また人生
観を育ててくれるという点で有意義であると思う。
今回のGreen Leaves Projectは、普段本を読まない私達にとってとても大
きなඵౕになった。ましてや、化学の本なんて一২も読んだこともなかっ
たのだから。また、化学にঢ়する他人の意ৄもわかるし、何より他に同じ
本を読んだ人がいてその本について話せたことがよかった。このProjectの
本のおかげで、今では図書館で化学の本を読むことも多くなってきた。こ
のProjectを学生のうちにやれてよかったと思う。これからも後世の学生に
やらせてあげるべきだと思う。でも、正直点数をあげるっていう風にはし
なくてもよいとも少しだけ思った。こんなすばらしいProjectなんだから点
数なんかで気を引く必要はないのでは？
今回読んだ本は、“ボルツマン”について書かれた本でした。
今まで読んできた本の中で一番厚く、内容がいっぱい書いて
あったので、最初は苦痛に感じて読みはじめました。しかし、
読み進めていくと、いろんな情報が取りこまれていくのがわ
かり、自然と集中することができました。
この本を読んで、ボルツマンの姿に、科学者たちの全身全
࿱をかけてଢ଼஢するऱたむきऔや情೸、෋୛を感じとること
ができ、ഄ৻の数رの১ಋをৄつけてきた科学者から、ਠ૔
も࿛౨している科学者たちषのৄ্も૗わり、今までの科学
のৄ্、અえ্も૗わるきっかけとなりました。
いきなり୔しい本を読むことは、内容が৶ੰしがたく、຅
抗を感じますが、Green Leaves Projectをつづけていけば、脳
のඵౕにもなるし、いろんなੴ௙がੌみこまれるので、ਛশ
していくためには必要であると思います。（今回は読む期間
も十分にあったのですが、前に読んだときは期間が短かった
ので、もう少しশくしてऺしいと思いました。）
「生物と無生物のあいだ」
福岡 伸一著 講談社現代新書出版
前田 高輔
私はこの生物応用化学科で三年間本当にたくさんのことを学ん
できた。物理化学、生物化学、有機化学、・・・と、まだまだあげら
れる。特に三年生では選択科目が増え、より専門的な内容を学べ
るようになった。GLPの書籍でこの「生物と無生物のあいだ」を選ん
だが、この本はまさに今まで学んだことの集大成ともいえる一冊で
あった。とくに遺伝子工学や生物化学で学んだことがそのまま登
場しているが、機器分析、物理化学などで学んだ内容も登場して
いる。いままで学んだひとつひとつのことが実際の研究ではどのよ
うに活かされているか、そこからどう発展していくかなど実践的な
内容が非常にわかりやすく書かれていた。
私はこの本を通して、なぜこの時期にこの本を紹介したのかがわ
かった。それは様々な科学を学んできた三年生こそが筆者の考えを
理解できるからだと思う。一年生の時にこの本を読んでもおそらく文
字を目で追うだけで、内容をイメージしたり理解することは難しかっ
たように思う。また私たちがなぜ学問を学び、研究しようとしている
のかといえば、結局のところ、「生命とはなにか？」を解明しようとし
ているからに他ならないと、この本を通じて感じた。
この本は，１年，２年のリストに入っていて，さらにはM1生
にも読んでもらった．１年生は、野口英世の研究実績が無かっ
たという事実にショックを受けたというばかりであった．一方、
Ｍ１生がこの本を読む目は教員と同じ、「研究者の目」だった．
さいごに
上で挙げた（捏造が疑われるような）学生の反応を
期待していなかったので、むしろ非常に驚いた.もちろ
ん反応に分布があるのは当然であるが、しかし全体と
して、挑戦する気持ちを持続して、そしてそれぞれに
何かを得て読みきった学生が多かった．これらのこと
が可能になった理由のひとつは、１年生以来、どの本
もそれぞれにおもしろかったという、読み手の選び手
への信頼があったからではないだろうか．
あらためて、学科全員で本を選んできた、それも年
を追うごとに、選ぶことの重要性を認識してきた、と
いうＦＤ効果が効いてきたと思いたい．
謝辞：Green Leaves Project は総合図書館と共同で進め
てきたもので、図書館のご協力がなければできなかっ
たものです．感謝します．
ＧＬＰの図書は全学に貸し出しています．
複本がある読み物としていろいろな借り方が可能です．
GLP2010の図書の紹介
